
鹿児島県内の農業者等の取組事例
（ほんの一例）
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ゆそうJA鹿児島県経済連は、化学肥料の原料価格高騰に対応するため、
畜産堆肥を活用した低コスト肥料（堆肥と化学肥料を混合したペレット肥料）

を開発
主に、茶用、園芸用として販売

（参考）堆肥等の地域資源を活用した肥料 
(鹿児島市：JA鹿児島県経済連)

41

（株）ＪＡ物流かごしま 肥料工場
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（参考）組合で有機農業
（鹿児島市：かごしま有機生産組合）

生産農業者数 約165名
うちJAS有機認証済 約100名

有機JAS法に対応した育苗（姶良市） 有機JAS認証の自社工場で加工品を製造

有機農産物の直営店（「地球畑」）

かごしま有機生産組合のホームページ https://kofa.jp/



IPM農法によるオクラの生産
（指宿市：JAいぶすきエコオクラグループ）

天敵昆虫等を活用し、
化学農薬の使用量を減

会員23名 栽培面積6.4ha
ハウス栽培オクラ 露地栽培オクラ

生育中のオクラと花

＜オクラ＞ ＜ソルゴー＞

・ オクラ畑の周りにバンカー植物（ソルゴー）を栽培。
・ ソルゴーには、オクラに害のないアブラムシが発生。

そこに益虫のテントウムシ等を呼び込む。
・ そして、テントウムシ等がオクラに繁殖したアブラムシも
食べる。

アブラムシ

VS

ヒメカメノコテントウ
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（参考）IPM農法の実践
（志布志市：JAそお鹿児島ピーマン部会）

天敵昆虫等を活用し、
化学農薬の使用量を減

会員100名 栽培面積28ha

ヒメカメノコテントウ ヒエノアブラムシ

生育中のピーマン

VS



ゆそうまるよし農産では、鹿児島県内で初めて「みえるらべる」を
取得

令和６年産のお米に「みえるらべる」を表示して販売

（参考）みえるらべるの取得 
(阿久根市：まるよし農産)
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堆肥の使用（化学肥料の散布ゼロ）
や中干し延長（メタンガス排出の
削減）を行うことで、温室効果ガス
排出量の削減貢献率が20％以上と
なり、3つ星★★★を取得

取得された「みえるらべる」

化学農薬・化学肥料の使用量の低減
（5割以上減）や中干し延長を行う
ことで、生物多様性保全への配慮の
取組が2得点となり、2つ星★★を
取得まるよし農産の代表



飛んできたコウノトリやサギ（石川県内)農産物の安定生産・供給

選択肢の一つに！
(未来の子供達のために)

これから店頭でよく見かけるようになる農産物！
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かんきょう

しゅうりょう

やさ

ねだん

しゅうりょう

ねだん

す

す

しげん

かんきょう やさ

かんきょう

やさ

やさ

【有機農産物】
農薬や化学肥料等に極力頼ら
ず、自然界の力で生産

農薬の代わりに、テントウムシなどを使っ
て、害虫を退治

【IPM栽培】

環境負荷低減の取組の
「見える化」



バランスの良い食生活や
地産地消も、大切！
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人間の身体は、食べ物で出来ている！
主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物の５つのグループ
まんべんなく、コマの形になるように（上の方にあるグループ
ほどしっかり）食べると、食事バランスはOK！

コマの回転方向

みかんだったら２個程度

牛乳だったら１本程度

肉、魚、卵、大豆料理から３皿程度

野菜料理５皿程度

ごはん(中盛り)だったら４杯程度

水・お茶

かごしま茶

料理例など
詳しく知りたい方は、
こちらから

食事バランスガイド
（かごしま版）

資料：鹿児島県

写真提供：鹿児島県栄養士会

朝食
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1人当たりの米の消費量は、ピーク時の半分以下！

米を中心とした日本型食生活も必要！

毎日３食ごはんを食べたとすると
食料自給率の向上にも貢献

昭和37年度
１日当たり
約5.4杯

令和６年度
１日当たり
約2.5杯

パン中心の洋定食
ごはん中心の和定食
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（参考）「ごはん」と「ぱん」の比較（試算）

茶わん一杯（例：65グラム） 食ぱん２枚（例：120グラム）

カロリー

価格

234 kcal 298 kcal

約50円
（例：3,500円／5㎏）

約150円
（例：400円／一斤、国産小麦）
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鹿児島県内で作られたものを食べると、地産地消！
例えば、学校給食・・・
今日のメニューの食材は、
何だろう？ どこで作られているんだろう？
どんな栽培方法なんだろう？

写真提供：鹿児島市郡山学校給食センタ―

きびなご：□□産

黒糖：▽▽産

牛乳：♢♢産

野菜：△△産米：○○産
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地産地消・・・消費者も安心して食料を調達。
農業者も売り先がはっきりして、安心！

鹿児島県産農産物 家庭での食事

学校給食

スーパー、直売所など

県内産の食材や地場産の有機野菜を活用

写真提供：姶良市
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環境にやさしい農業の実践
（自分のできる範囲で）
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（参考）土の成分は、こんな感じ！
・ 作物は、「窒素(N)」、「りん酸(P)」、「加里(K)」

などの養分を吸収して生育。

植物が利用しやすい
形で養分が供給され、
微生物が増えにくい

無機物に変換され
ないため、植物が
利用できない

有機物が微生物の働きにより
分解され、植物成長に必要な
無機物が持続的に供給有機物

（微生物のえさとなる）

無機物

有機物あり、
微生物が少ない

有機物あり、
微生物が豊富

（植物が吸収できる形）

有機物なし、
化学肥料を使用

窒素 ⇒ 植物（特に葉）の成長
りん酸 ⇒ 開花・結実
加里 ⇒ 根の発育



折角なので、私も、畑を造り、
野菜を育ててみることにしました！

きっかけは、
・ 農業者の気持ちを知りたい
・ 環境負荷低減も知りたい

56



水分や肥料が足りないだけ
十分に与えれば、
まっすぐになる

水分や温度の変化
調節すれば、
ひび割れは出なくなる

曲がった「きゅうり」 ひび割れが入った「トマト」
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野菜を育ててみて判ったこと！

自分で農作物を栽培することで、行動に変化！
・ 食べ物を、これまでよりも大切に（食品ロスの削減）
・ 店頭で並んでいる野菜などを見て、栽培方法が気になる



みどりの食料システムの実現に向けた
九州農政局鹿児島県拠点の取組

「みどりの食料システム戦略推進鹿児島ネットワーク」の
会員等の皆さんの取組を支援するためのイベントを企画
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みどりの食料システム戦略に関心
を持っていただく方を増やし、
戦略に関する取組を、より一層推進
していくため、

「みどりの食料システム戦略推進
鹿児島ネットワーク」を運営。

消費者、農業者、農業者団体、自
治体、民間事業者等の皆さんが参加。

令和 ７年 ３月現在 ３２

令和 ８年 ３月現在 ７１

会員等の皆さんのニーズに対応し、
各地でセミナーを開催。

「これからは、環境にやさしい農業
と地産地消が大切！」がテーマ。



みどりの食料システム戦略 小・中学生向けのパンフレット



環境にやさしい農産物などを使用した料理教室

有機野菜やＩＰＭオクラなどの環境
にやさしい農産物、暑さに強く品質が
低下しにくい米として開発された「あ
きの舞」のほか、地産地消も意識して、
ジビエ肉（鹿・猪）を使用。

九州農政局鹿児島県拠点のホームページ
https://www.maff.go.jp/kyusyu/kagoshima/070621_Past_tense.html

【６月21日（土）】

【９月27日（土）】

かごしまブランド農畜産物や有機
野菜、有機調味料、喜界島産の有機
黒糖などを使用。

鹿肉のスペアリブ・猪肉の味噌
漬けにIPMオクラを添えて

有機黒糖をかけた甘酒ヨーグルト
アイス

【１月31日（土）】

桜島大根やGI登録の枕崎鰹節、か
ごしま農業女子プロジェクト会員が
生産した農畜産物を使用。

春菊のみかんソース和えと鰹だし
で作る桜島大根のクリームスープ

消費者に、環境にやさしい農業を知ってもらう、有機食材による郷土料理を作って食べてもらう、
食育セミナーで日本型食生活の必要性を理解してもらい、地元の食材を食べることを習慣に！



九州農政局鹿児島県拠点のホームページ

環境にやさしい農産物のPR販売（１）

（オクラの浅漬け）

【７月27日（日）】

（PR販売の様子）

（12月8日は、有機農業の日）
イオンモール鹿児島において、

有機野菜のPR販売を実施。環境負荷低減の
見える化の「みえるらべる」を表示した
白ネギのPR販売も実施。

【12月６日（土）～７日（日）】

（PR販売の様子） （「みえるらべる」の白ネギ）

ＪＡいぶすきオクラ部会とのコラボ企画
により、Aコープいしき店において、
IPM栽培オクラのPR販売を実施。
「オクラの浅漬け」の試食も実施。

スーパーなどの店頭で、消費者に対して、環境にやさしい農産物の価値を直接伝える！



九州農政局鹿児島県拠点のホームページ

環境にやさしい農産物のPR販売（２）

（ポンカンの試食）

【２月７日（土）～８日（日）】

（PR販売の様子）

Ａコープいしき店において、有機白菜や
IPM栽培ピーマン、K-GAP認証のトマト
やイチゴなどのPR販売を実施。
また、有機生産者による対面販売も実施。

【2月21日（土）】

（PR販売の様子） （K-GAP認証トマト）

ニシムタスカイマーケット鴨池店にお
いて、有機ブロッコリーやIPM栽培ピー
マン、K-GAP認証イチゴなどのPR販売
を実施。

有機栽培のポンカンの試食も実施。

山形屋ショッピングプラザ明和店にお
いて、有機葉ニンニクやIPM栽培ピーマ
ン、K-GAP認証トマトなどのPR販売を
実施。

（K-GAPイチゴやIPMピーマン）

【２月７日（土）】

（PR販売の様子）
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オーガニックビレッジ宣言をしている姶良市の
「煮しめグランプリ」に参加してきました。

• オーガニックビレッジ宣言をしている姶良市が、令和８年１月24日（土）から25日（日）に
かけて、「第６回姶良市煮しめグランプリ」を開催。鹿児島県拠点から「MAFFの仲間たち」と
して参加。
• 審査では、環境への配慮のこだわりが認められ、審査員特別賞を受賞しました。

【有機・無添加・地産地消にこだ

わった環境にやさしい食材を使用】

・ぶつ切地鶏（姶良市産）

・有機にんじん（姶良市産）

・有機だいこん（姶良市産）

・有機ごぼう（姶良市産）

・有機さといも（姶良市産）

・有機菜花（姶良市産）

・有機こんにゃく

・有機厚揚げ

・有機切干大根

・原木乾しいたけ

・昆布（利尻産）

・島ザラメ（喜界島産）

・天然塩

・黒酒

・有機醤油

・有機本格みりん



オーガニック・地産地消等ツアールート

「自然」×「産業」×「有機食材等」
鹿児島の
付加価値向上！

九州農政局鹿児島県拠点のホームページ

ルートのQRコード
はこちら

【お問い合わせ先】
九州農政局鹿児島県拠点
電話099-222-5840

鹿児島県の魅力を、県民、

県外や海外からの観光客

に披露し、おもてなしの

ヒントとしていただくため、

７つのルートを作成。
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農林水産省九州農政局鹿児島県拠点では
SNSの公開ページを開設しています！

農政の動き、鹿児島県拠点の活動レポートなど、
タイムリーに配信いたします！

リンク先
→h□ps://www.facebook.com/kagoshimakenkyoten

Facebook X(エックス)

リンク先
→h□ps://x.com/kyushu_kago

Instagram

リンク先
→h□ps://www.instagram.com/kagoshima_info2024/
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ご清聴、ありがとうございました。

資料に関するお問い合わせは、
九州農政局鹿児島県拠点にお願いします。

連絡先：０９９（２２２）５８４０
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農林水産省九州農政局鹿児島県拠点のホームページ
https://www.maff.go.jp/kyusyu/kagoshima/index.html

E-mail ： kagoshima_sanjikan@maff.go.jp


